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会長挨拶

「同行同修」「同行同修」〜共に学び 共に行ずる〜〜共に学び 共に行ずる〜
第28期会長 洞雲寺 副住職　第28期会長 洞雲寺 副住職　千 田 祥 幹千 田 祥 幹

無聖　89号〈2〉

　

本
年
四
月
の
定
例
総
会
を
も
っ
て
、
宮
曹
青
第

二
十
八
期
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
県
内
ご
寺
院

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
当
会
に
対
し
格
別
の
ご
厚
情
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
会
で
は
こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
形
で
各
行
持
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

加
担
い
た
だ
き
ま
し
た
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
特
別
会

員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
も
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
元
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震

に
お
き
ま
し
て
は
、
今
尚
厳
し
い
環
境
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
被
災
地
の
早
期
復
旧
と
被
災
者
皆
様
の
安
寧
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
五
月
に
は
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を

主
会
場
に
全
国
曹
洞
宗
青
年
会(

以
下
、
全
曹
青)
の
創

立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
全
曹
青
第
二
代
目
の
会
長
を
務
め
た
石
附
周
行
紫
雲

台
猊
下
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
そ
の
式
典
に
於
い
て
、
あ
る
歴
代
会
長
の
言
葉
に
胸

を
打
た
れ
ま
し
た
。

「
青
年
僧
侶
は
、
次
代
を
担
う
僧
侶
で
は
な
く
、
現
代

を
担
う
僧
侶
で
あ
る
べ
き
だ
」

思
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
後
に
会
長
を
拝
命
し
て
以
来
、
私
の

中
に
は
次
の
世
代
を
担
う
新
し
い
会
員
に
宮
曹
青
の
行

持
を
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

気
持
ち
ば
か
り
が
先
ん
じ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
自
ら
が
現
代
（
い
ま
）
こ
の
時
を
懸
命
に
行
ず
る

こ
と
こ
そ
が
次
な
る
現
代
（
い
ま
）
を
生
み
出
し
て
い

く
、
そ
れ
が
青
年
僧
侶
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
な
の
だ
と

い
う
気
づ
き
を
頂
戴
し
た
言
葉
で
し
た
。

　
今
年
度
も
既
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
臨
済
宗
瑞
巌

寺
様
を
会
場
と
し
た
研
修
会
、
志
津
川
復
興
住
宅
で
の

傾
聴
活
動
が
開
催
さ
れ
、
他
に
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

等
の
企
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
随
時
Ｓ
Ｎ

Ｓ
・
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
て
情
報
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

委
員
会
毎
に
会
員
各
々
の
ア
イ
デ
ア
が
躍
動
す
る
場
所

と
し
て
宮
曹
青
が
存
在
で
き
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。

　
ま
た
、
当
会
が
主
管
す
る
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
お
い
て
は
、
本
年
三
月
に
実
に
六

年
ぶ
り
と
な
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
四
年
前
の
神
作

会
長
在
任
時
に
竣
工
さ
れ
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延

期
さ
れ
て
い
た
通
算
二
十
校
目
と
な
る
ア
ン
プ
・
ル
ー

小
学
校
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
建
設

か
ら
数
年
が
経
過
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
供

た
ち
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
や
大
勢
の
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
る
中
で
の
盛
大
な
贈
呈

式
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
都
市
部
を
中
心
に
急
速
な

発
展
を
遂
げ
る
一
方
、
農
村
部
の
状
況
は
旧
態
依
然
と

し
て
お
り
、
地
域
格
差
は
よ
り
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
・
雇
用
・
収
入
に
ま
つ
わ
る

負
の
連
鎖
の
問
題
に
対
し
、
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
の
活
動

は
大
海
の
一
滴
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
回
私
た
ち
を
小
さ
な
手
を
合
わ
せ
て
歓
迎
し
て

く
れ
た
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
前
に
、
今
後
も
地
道
な

活
動
を
継
続
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

　
結
び
に
、
本
年
は
大
本
山
總
持
寺
を
開
か
れ
た
太
祖

瑩
山
紹
瑾
禅
師
様
の
七
百
回
大
遠
忌
に
あ
た
り
ま
す
。

瑩
山
禅
師
様
は
洞
谷
記
の
中
で
、

「
た
と
ひ
難
値
難
遇
の
事
有
る
と
も 

必
ず
和
合
和
睦
の

思
い
を
生
ず
べ
し
」

と
の
お
言
葉
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
困
難
な
こ
と
に
遭
遇

し
た
と
し
て
も
人
と
人
と
が
心
を
一
つ
に
し
、
手
を
取

り
合
っ
て
歩
む
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
そ
の
言
葉
は

七
百
年
後
の
今
、
災
害
や
格
差
、
環
境
問
題
等
に
直
面

し
て
い
る
私
達
へ
向
け
ら
れ
た
お
示
し
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
宮
曹
青
会
員
一
同
、
同
行
同
修
、
和
合
の

僧
と
し
て
各
種
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
県
内
御
寺
院
様
は
じ
め
各
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



〈3〉無聖　89号

令和5年度宮城県曹洞宗青年会事業報告

月　日 事　　　項 場　　　所 備　考
令和5年

4月5日
4月18日
4月28日
5月9日

5月15日
6月5日

6月19日
7月2日

7月20日
8月15日
9月3日

9月12〜13日

10月3日

10月15日

10月23日
11月20日
11月24日

12月11〜12日
12月21日

〃

令和6年
2月1日
2月5日

2月21日
2月26日
3月1日

3月7〜8日
3月11日
3月13日

3月24〜30日

第1回役員会・理事会
定例総会・合同委員会
宗務所挨拶
寺族会総会
SVA挨拶
宗務所共催ソフトボール大会
第2回役員会・理事会
サンタピアップみやぎボランティア会総会・研
修会
第1回研修会
終戦行持「戦災慰霊供養・平和祈念の鐘」
ふうどばんく東北AGAIN主催「みんなのマル
シェ」（サンタピブース設置）
カンボジア教育支援チャリティバザー

梅花流県奉詠大会
（宗務所要請にて広報編集委員会による撮影・
サンタピブース設置）
曹洞宗福島県青年会主催「ふくしま禅フェス」
（サンタピ写経体験・ブース設置）
第3回役員会・理事会
第2回研修会
サンタピカレンダー組立作務
カンボジアフェア
第4回役員会・理事会
忘年会

能登半島地震支援募金活動
会員大会
能登半島地震被災地ボランティア活動
ハガキリサイクルキャンペーン
能登半島地震支援募金活動
カンボジアフェア
東日本大震災慰霊行脚
第5回役員会・理事会
カンボジアスタディツアー

洞雲寺
新寺清月記
宗務所
アーリー迎賓館（錦ヶ丘）
シャンティ国際ボランティア会（新宿区）
仙台市海岸公園野球場
鉤取寺
国分尼寺

洞雲寺・リモート併設
県内御寺院
ブランチ仙台（仙台市）

栗駒総合体育館（栗原市）

サンプラザ

會津藩校日新館（福島県）

鉤取寺
洞雲寺
江巌寺
セルバ
鉤取寺
ホテルニュー水戸屋

仙台市東二番丁通り
ホテルグランテラス・ボウルサンシャイン
石川県七尾市
江巌寺
石巻市道の駅「上品の郷」
藤崎
石巻市大川地区
鉤取寺
カンボジア

70名参加
4名参加
1名参加
3名参加
192名参加

サンタピアップ関係

55名参加

サンタピアップ関係
前日83名参加
当日69名参加
3名参加
サンタピアップ関係

52名参加
サンタピアップ関係
サンタピアップ関係

34名参加

18名参加
98名参加
11名参加
サンタピアップ関係
9名参加
サンタピアップ関係
24名参加

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和5年

5月23日
8月31日

10月20日
令和6年

2月28日

定例幹事会
常任幹事会
東北地方集会「青森大会」

常任幹事会

渡り温泉ホテルさつき（岩手県）
青森県
ル・グランクール（青森県）

岩手県ブランニュー北上

5名参加
1名参加
12名参加

1名参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和5年

5月14日
5月15日

10月29日

中央研修会
定期総会
臨時評議委員会・創立50周年記念事業
両大本山報恩拝登

東京グランドホテル
　〃
總持寺

11名参加
13名参加
3名参加

※この他「三役会」「宮城大会準備会」「発送作務」を随時開催

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会（全曹青）



項　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ会費収入 3,275,000 3,205,000 ▲ 70,000
1.正会員 1,820,000 1,770,000 ▲ 50,000 10,000円×177名

2.賛助会員 755,000 785,000 30,000 5,000円×157名

3.特別会員 700,000 650,000 ▲ 50,000 10,000円×65団体

Ⅱ助成金 300,000 300,000 0 宗務所より

Ⅲ雑収入 1,419 12,556 11,137 無聖発送代残金、利子

Ⅳ繰越金 2,123,581 2,123,581 0 前年度より

合　　計 5,700,000 5,641,137 ▲ 58,863

項　　　　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ．会議費 200,000 165,000 ▲ 35,000
1.総会費 50,000 40,000 ▲ 10,000 定例総会

2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費　５回

3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費　５回

4.委員会費 100,000 75,000 ▲ 25,000 ４委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,500,000 961,579 ▲ 538,421
1.消耗品費 300,000 46,850 ▲ 253,150 事務用品、用紙代等

2.通　信　費 650,000 460,596 ▲ 189,404 郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費、ZOOM使用料

3.印　刷　費 150,000 85,800 ▲ 64,200 封筒・名刺印刷

4.備　品　費 150,000 162,897 12,897 事務機使用料・パソコンソフト・名札代

5.慶　弔　費 50,000 5,436 ▲ 44,564 慶弔電報等

6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助

Ⅲ．事業費 2,300,000 2,075,023 ▲ 224,977
1.研修委員会 250,000 232,671 ▲ 17,329 研修会×2回

2.ボランティア委員会 250,000 158,182 ▲ 91,818 チャリティーバザー

3.広報編集委員会 600,000 577,500 ▲ 22,500 『無聖』発行×2回

4.交流事業委員会 250,000 229,670 ▲ 20,330 ソフトボール大会、会員大会　

5.教化費 100,000 0 ▲ 100,000
6.事業諸費 400,000 415,000 15,000 旅費補助（全曹青・地協・会議参加者）

7.会員名簿作成費 450,000 462,000 12,000 第28期会員名簿作成費

Ⅳ．負担金 300,000 237,000 ▲ 63,000 全曹青・地協会費、ストックヤード維持費

Ⅴ．予備費 700,000 0 ▲ 700,000
Ⅵ．雑　費 250,000 94,322 ▲ 155,678 渉外活動費、各会議茶菓等

Ⅶ．繰出金 450,000 450,000 0
ボランティア基金 100,000 100,000 0 ボランティア基金へ繰出し

特別事業準備金 350,000 350,000 0 特別事業準備金へ繰出し

復興支援活動金 0 0 0
合　　計 5,700,000 3,982,924 ▲ 1,717,076

自 令和5年4月1日　　至 令和6年3月31日

■特別会計決算書
　● ボランティア基金　1,840,560円
　● 特別事業準備金　　3,110,864円
　● 復興支援活動金　　1,232,177円

【監査報告】令和６年４月１日、１教区鉤取寺様において監査を行い
　　　　　　令和５年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。
　　　　　　監事　小枝　誠智　㊞　　　八巻　英成　㊞　　　酒井　禅悦　㊞

総 収 入　　5,641,137円
総 支 出　　3,982,924円
差  　引　　1,658,213円

●収入の部

●支出の部

令和5年度の決算書を上記の通り提出致します。
令和６年４月１７日　会長　千田　祥幹　㊞

無聖　89号〈4〉

令和5年度 収支決算報告



〈5〉無聖　89号

令和6年度　事業計画

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　　考
令和6年

4月1日
4月17日
6月5日

6月中旬
7月

7月上旬
8月下旬
9月中旬

10月上旬
10月上旬
12月上旬
12月中旬
12月中旬
12月中旬

令和7年
2月
2月

2月下旬
3月中旬
3月下旬
3月下旬

理事会①
定例総会
ソフトボール大会
理事会②
第1回研修会
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会

「無聖」89号発行
カンボジア教育支援チャリティバザー
梅花県奉詠大会
理事会③
理事会④
カンボジアフェア
年次総会
忘年会

会員大会
移動研修会
ハガキリサイクルキャンペーン
理事会⑤
カンボジアフェア

「無聖」90号発行

鉤取寺
仙台中央斎場清月記
仙台市海岸公園野球場
未定
未定
未定

第10教区
マルホンまきあーとテラス
未定
未定
セルバ
未定
未定

ホテルグランテラス仙台　他
未定
未定
未定
藤崎

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所
令和6年

5月上旬
11月19日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「山形大会」

岩手県
山形テルサ（山形県）

月　日 事　　　項 場　　　所
令和6年

4月26日
5月23､24日

7月8日

花まつり　千僧法要
50周年記念式典・講演、評議委員会、総会
災害復興支援活動全国研修会　東北管区　

奈良県　東大寺
宗務庁
第21教区見松寺

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会(全曹青)

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催
※役員会・各委員会・事務局会は適宜開催
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令和6年度 予算書
自 令和6年4月1日　　至 令和7年3月31日

項　目 5年度予算 6年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ会費収入 3,275,000 3,235,000 ▲40,000
1.正会員 1,820,000 1,770,000 ▲50,000 10,000円×177名

2.賛助会員 755,000 785,000 30,000 5,000円×157名

3.特別会員 700,000 680,000 ▲20,000 10,000円×86団体

Ⅱ助成金 300,000 300,000 0 宗務所より

Ⅲ雑収入 1,419 6,787 5,368 利息等

Ⅳ繰越金 2,123,581 1,658,213 ▲465,368 前年度より

合　　計 5,700,000 5,200,000 ▲500,000

項　　　　目 5年度予算 6年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ．会議費 200,000 250,000 50,000
1.総　会　費 50,000 100,000 50,000 定例総会・年次総会

2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費

3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費

4.委員会費 100,000 100,000 0 4委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,500,000 1,500,000 0
1.消耗品費 300,000 300,000 0 事務用品、用紙代等

2.通　信　費 650,000 650,000 0 郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費等

3.印　刷　費 150,000 150,000 0 封筒印刷等

4.備　品　費 150,000 150,000 0 事務機使用料等

5.慶　弔　費 50,000 50,000 0 慶弔電報等

6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助等

Ⅲ．事業費 2,300,000 2,000,000 ▲300,000
1.研修委員会 250,000 250,000 0 研修会×1回・移動研修会 

2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会 250,000 250,000 0 チャリティバザー 

3.広報編集委員会 600,000 600,000 0 『無聖』89・90号発行　 　

4.交流事業委員会 250,000 250,000 0 ソフトボール大会・会員大会

5.教化費 100,000 200,000 100,000 研修会等

6.事 業 諸 費 400,000 450,000 50,000 旅費補助（全曹青・地協等）

7.会員名簿作成費 450,000 0 ▲450,000
Ⅳ．負担金 300,000 300,000 0 全曹青・地協会費・ストックヤード維持費

Ⅴ．予備費 700,000 550,000 ▲150,000
Ⅵ．雑費 250,000 250,000 0 渉外活動費、各会議茶菓等

Ⅶ．繰出金 450,000 350,000 ▲100,000
ボランティア基金 100,000 0 ▲100,000
特別事業準備金 350,000 350,000 0 特別事業準備金へ繰出し

復興支援活動金 0 0 0
合　　計 5,700,000 5,200,000 ▲500,000

■特別会計予算書
　● ボランティア基金      1,840,560円
　● 特別事業準備金         3,460,864円
　● 復興支援活動金         1,232,177円

総 収 入　　5,200,000円
総 支 出　　5,200,000円
差  　引　　　　　    0円

●収入の部

●支出の部

令和6年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
令和6年4月17日　会長　千　田　祥　幹　㊞



〈7〉無聖　89号

青年会員をたずねて③
～様々な活動をされているご寺院様の紹介～

山元町　徳本寺

　
第
三
回
と
な
る「
青
年
会
員
を
た
ず

ね
て
」は
、公
認
心
理
師
と
い
う
国
家

資
格
を
取
得
し
、週
に
一
度
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
さ
れ

て
い
る
山
元
町
徳
本
寺
副
住
職　

小
林

信
眼
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

徳
本
寺
様
は
、嘉
吉
元
年（一四
四一）に

現
在
の
福
島
県
梁
川
町
の
地
頭
、大
條

孫
三
郎
宗
行(

お
お
え
だ
ま
ご
さ
ぶ
ろ
う

む
ね
ゆ
き
）が
建
立
し
、新
潟
県
村
上
市

耕
雲
寺
六
世
　
太
庵
梵
守（
た
い
あ
ん
ぼ

ん
し
ゅ
）大
和
尚
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、山
元
町
坂
元
白
小
路
に
移

転
し
ま
し
た
が
、二
度
の
火
災
に
遭
い
現

在
地
に
境
内
を
構
え
ま
し
た
。

　
信
眼
師
は
、仙
台
市
泉
区
見
松
寺
様
の

二
男
と
し
て
生
を
う
け
、東
北
福
祉
大
学

卒
業
後
、同
大
学
院
に
二
年
在
学
。後
に

大
本
山
總
持
寺
で
修
行
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
中
で
い
つ
の
頃
か
ら
か
子
供
に
携
わ
る

仕
事
、そ
れ
も
単
に
福
祉
や
教
育
で
は
な

く
、特
に
病
床
に
い
る
子
供
や
幼
く
し
て

死
と
向
き
合
う
よ
う
な
子
供
た
ち
の
支

え
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。そ
し
て
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い

う
職
業
が
あ
る
こ
と
を
知
り
本
格
的
に

志
を
立
て
る
に
至
り
ま
し
た
。信
眼
師
は

心
理
職
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て「
今
思
う
と
お
寺
で
生
ま
れ
育
っ

た
と
い
う
環
境
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま

す
」と
自
身
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
公
認
心
理
師
と
は
、保
険
医
療
や
福

祉
、教
育
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

心
理
学
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知

識
と
技
術
を
も
っ
て
対
象
者
へ
指
導
や
助

言
、援
助
を
お
こ
な
う
専
門
家
で
す
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
上
、詳
し
い
内
容
を

聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、信

眼
師
が
現
在
勤
務
さ
れ
て
い
る
中
学
校
で

は
、自
傷
行
為
や
摂
食
障
害
、家
庭
環
境

の
悩
み
な
ど
を
抱
え
る
生
徒
が
相
談
に
来

る
そ
う
で
す
。勇
気
を
出
し
て
来
て
く
れ

た
生
徒
が
安
心
し
て
自
分
の
気
持
ち
を

打
ち
明
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、

言
葉
に
で
き
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
見
逃
さ

な
い
よ
う
注
意
深
く
気
を
配
る
こ
と
が
大

切
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
黒
子
の
よ
う
な
存

在
で
、生
徒
の
た
め
に
試
行
錯
誤
し
て
、悩

み
や
問
題
が
解
消
し
た
り
良
い
方
向
に
変

化
す
れ
ば
影
の
よ
う
に
消
え
る
、そ
の
よ

う
な
脇
役
だ
と
思
って
い
ま
す
」

　
目
立
た
ず
と
も
影
の
よ
う
に
寄
り
添
い

支
え
る
信
眼
師
の
活
動
は
、一方
で
は
子
供

た
ち
に
と
っ
て
ひ
と
す
じ
の
光
で
も
あ
る

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。



無聖　89号〈8〉

　
令
和
六
年
七
月
十
七
日（
水
）、松
島
町
に
あ
り

ま
す
瑞
巌
寺
様
に
て
今
年
度
第一回
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。寺
院
で
は
県
内
唯一の
国
宝
で
あ
り
臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
修
行
道
場
で
も
あ
る
瑞
巌
寺

様
に
拝
登
さ
せ
て
い
た
だ
き
、瑞
巌
寺
様
の
歴
史

を
学
ぶ
と
と
も
に
臨
済
宗
の
禅
風
に
触
れ
る
こ
と

で
宗
侶
と
し
て
の
知
見
を
広
げ
、曹
洞
禅
へ
の
見

識
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
本
研
修
の
目
的
と
し
企

画
、開
催
致
し
ま
し
た
。今
回
、瑞
巌
寺
様
に
は
格

別
の
配
慮
を
賜
り
国
宝
の
本
堂
に
て
拝
登
諷
経
、

本
来
立
ち
入
り
禁
止
の
本
堂
内
陣
や
修
行
道
場
の

見
学
、禅
堂
で
の
臨
済
宗
式
の
坐
禅
体
験
、現
役
修

行
僧
に
よ
る
参
禅・喫
飯
作
法
の
実
演
、そ
し
て
最

後
に
瑞
巌
寺
執
事
長
様
か
ら「
臨
済
宗
の
僧
堂
生

活
と
課
題
に
つ
い
て
」と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
く

と
い
う
内
容
に
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
正
会
員
、賛
助
会
員
の
計
五
十
二
名
が

参
加
し
、初
め
に
荘
厳
な
本
堂
に
於
い
て
曹
洞
宗

の
法
式
に
て
拝
登
諷
経
を
挙
げ
ま
し
た
。そ
の
後

は
二
班
に
分
か
れ
五
十
分
交
代
で
本
堂・庫
裡
拝

観
の
班
、禅
堂
に
て
坐
禅
体
験
及
び
参
禅・喫
飯
の

実
演
見
学
の
班
に
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

本
堂
拝
観
で
は
本
堂
内
陣
な
ど
に
て
瑞
巌
寺
様

の
歴
史
や
伊
達
政
宗
公
の
位
牌
、伽
藍
の
装
飾
、

襖
絵
、明
治
天
皇
が
お
泊
り
に
な
っ
た
上
々
段
の

令
和
六
年
度
第
一
回
研
修
会

間
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
事
細
か
に
ご
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
禅
堂
で
は
現
在
安
居

中
の
六
名
の
修
行
僧
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、曹
洞
宗
で
い
う
新
到
上
山
の
様
子
か
ら
、禅
堂

で
の
坐
禅
、公
案
に
よ
る
参
禅(

独
参)

と
喫
飯
作

法
の
実
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
禅
堂
で
は

我
々
も
臨
済
宗
式
の
面
壁
を
し
な
い
対
面
で
の
坐

禅
を
し
、希
望
者
に
は
警
策
を
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。私
自
身
も
体
験
し
ま
し
た
が
、作
法
と
し

て
は
ま
ず
如
法
が
絡
子
で
の
坐
禅
の
為
絡
子
を
外

し
、対
面
で
頭
を
下
げ
背
中
を
丸
め
て
う
ず
く
ま

る
よ
う
な
姿
勢
を
と
り
、そ
し
て
背
筋
の
上
部
に

左
右
二
回
ず
つ
打
ち
込
む
と
い
う
も
の
で
し
た
。

音
は
大
き
く
と
も
痛
み
は
さ
ほ
ど
な
く
身
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。公
案
に
よ
る
参
禅
の
様
子
は
曹

洞
宗
に
は
通
常
な
い
も
の
で
あ
り
、喫
飯
は
い
わ

ゆ
る
僧
堂
飯
台
の
よ
う
な
も
の
で
共
通
す
る
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
全
て
が
颯さ

っ
そ
う爽
と
し
、丁
寧
な
中

に
も
お
唱
え
や
給
仕
の
進
退
作
法
な
ど
は
激
し
さ

も
あ
り
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。本
堂
、禅

堂
い
ず
れ
に
お
い
て
も
参
加
者
皆
が
興
味
を
も
っ

て
話
を
聞
き
、ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
質
問
を

す
る
な
ど
非
常
に
熱
心
に
研
修
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。最
後
の
執
事
長
様
の
お
話
で
は
、臨
済
宗
の

僧
堂
生
活
な
ど
に
つ
い
て
概
略
を
説
明
い
た
だ

き
、大
変
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
曹
洞
宗
は
黙
照
禅
。臨
済
宗
は
看
話
禅
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
資
料
と
説
明
に
、看
話

禅
は「
坐
禅
中
は
勿
論
、行
住
坐
臥
、常
に
問
題
に

向
き
合
い
拈
提
す
る
が
、公
案
が
修
行(

目
的)

で

は
無
く
公
案
を
以
て
修
行
す
る
こ
と
が
大
事
」と

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
曹
洞
宗
の「
所
謂
坐
禅
は
習

禅
に
は
非
ず
」目
的
の
為
の
手
段
と
し
て
坐
禅
を

す
る
の
で
は
な
い
。と
い
う
教
え
と
通
ず
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
は
同
じ
禅
宗
で
あ
り
、と
も

に
坐
禅
を
主
と
す
る
中
で
も
そ
の
考
え
方
、取
り

組
み
方
の
違
い
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、

百
聞
は一見
に
し
か
ず
と
い
う
よ
う
に
、今
回
ほ
ん

の一部
で
は
あ
り
ま
す
が
実
体
験
を
通
し
て
学
べ
た

こ
と
で
宗
侶
と
し
て
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
打
ち
合
わ
せ
か
ら
当
日
に
至
る
ま
で
、

格
別
の
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
瑞
巌
寺
様
、山
内
御一

同
様
、そ
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
研
修
委
員
長　
岩
井
太
秀
）
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坐禅の様子

拝登諷経の様子

山内の説明を受けている様子
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令
和
六
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
報
告

全
曹
青
五
十
周
年
記
念
式
典

　
令
和
六
年
五
月
二
十
三
日
、曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
に
お
い
て
、全
国
曹
洞
宗
青
年

会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
二
代
会
長
を
務
め
た
大
本

山
總
持
寺
石
附
周
行
紫
雲
台
猊
下
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
全
曹
青
の
初
代
会
長
は
当
県
第
二
教
区
林
香
院
様
の
故
門
脇
允
元
老
師
で
あ
り

ま
す
が
、石
附
禅
師
の
祝
辞
の
中
で
も
門
脇
老
師
と
の
思
い
出
、全
国
的
な
組
織
を
作

り
上
げ
た
ご
苦
労
な
ど
、当
時
の
貴
重
な
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
諸
先
輩
方
の
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
を
つ
な
ぎ
、よ
り
活
発
な
活
動
を
し
て
い
く

た
め
に
決
意
を
新
た
に
す
る
よ
い
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。宮
曹
青
も
今
年
で
創
立

五
十
五
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、当
会
の
更
な
る
発
展
を
願
い
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
長　
都
築
達
明
）

大本山總持寺　
石附周行紫雲台猊下▶

　
令
和
六
年
六
月
五
日
、仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
に
お
い
て
、令
和
六
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。お

忙
し
い
中
、特
別
会
員
様
は
じ
め
二
百
名
を
超
え
る
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。前
日
ま
で
の
梅
雨
空

が
嘘
の
よ
う
な
晴
天
の
も
と
大
会
当
日
を
迎
え
、汗
を
流
し
な
が
ら
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
、分
け
隔
て
な
く
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
の
も
と
運
営
を
行
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
打
撃
機

会
に
恵
ま
れ
る
よ
う
、試
合
を
三
回
裏
ま
で
必
ず
行
う
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
ま
し
た
。チ
ー
ム
総
出
で
手
に
汗
握
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中
、大
会
を
滞
り
な
く
進
行
で
き
安
堵
し
ま
し
た
。

　
今
期
最
後
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、企
画・運
営
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各

位
、ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、大
会
の
無
事
圓
成
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
流
事
業
委
員
長　
三
田
村
孝
成



宮
曹
青
主
管
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

令
和
六
年
度「
定
例
総
会
」報
告

令
和
五
年
度
の
ご
報
告

◆
ご
提
供
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
枚
数
・
・
七
、
七
九
九
枚

◆
交
換
ハ
ガ
キ
売
上
金
　
・
・
・
・
・
・
九
九
二
、
一
一
〇
円

◆
カ
レ
ン
ダ
ー
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
九
〇
〇
、
三
〇
〇
円

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
事
業
・
・
・
三
〇
、
一
二
〇
円

◆
寄
付
金
総
額
　
・
・
・
・
・
・
・
一
、
三
五
三
、
〇
〇
二
円

■
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
送
り
先

　
〒
９
８
１
‐
０
９
４
４

　
　
仙
台
市
青
葉
区
子
平
町
３
‐
２
３

　
　
仙
台
子
平
町
郵
便
局
留
「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
」
宛

■
寄
付
金
の
送
り
先

　
郵
便
振
替
口
座

　
　
名
義　
　
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
　
口
座
番
号　
０
２
２
９
０
―
６
―
４
８
７
４
４

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
様
子
の
動
画
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
覧
下
さ
い
。

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：　

https://w
w

w
.santapi.com

/

■
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

　
〒
９
８
１
‐
０
９
３
３　

　
仙
台
市
青
葉
区
柏
木
３
‐
７
‐
４
０　
江
巖
寺
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０
（
３
１
４
４
）
３
０
２
０
（
専
用
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
２
（
２
７
６
）
７
４
２
６

　
Ｅ-m

ail

：info@
santapi.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w

.santapi.com
/　

　

〈11〉無聖　89号

　

去
る
六
月
三
十
日(
日)

、仙
台
市
江
巖
寺
様
を
会
場
に

「
令
和
六
年
度
定
例
総
会
」・「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
報
告
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
と
切
手
の
収
集
の
ほ
か
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の

販
売
、カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
の
販
売
、各
種
催
事

へ
の
ブ
ー
ス
出
店
な
ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。小
学
校
訪
問
時

の
新
し
い
校
舎
や
、子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
様
子
、保

護
者
や
教
師
、村
長
さ
ん
か
ら
戴
い
た
お
声
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

　

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ツ
ア
ー
の
動
画
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

『
二
〇
二
五
年 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
』
並
び
に

　
　
　
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
』
製
作
・
販
売 

今
年
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支

援
写
経
の
販
売
を
い
た
し
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
秋
口
よ
り
販

売
開
始
予
定
、
写
経
は
通
年
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

E-m
ail

：info@
santapi.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w

.santapi.com
/

●
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
　
一
部
　
三
〇
〇
円

　
（
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
・
カ
ラ
ー
十
六
枚
組
・
ケ
ー
ス
付
）

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
写
経
　
一
部
　
三
〇
〇
円



　
宮
曹
青
第
二
十
八
期
も
一
年
が
過
ぎ
、
今
期
最
後
の
一
年
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
有
り
難

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
写
真
撮
影
や
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

環境に優しい大豆油インキを
使用しています。 ホームページはこちら 宮曹青 検索

編 

集 

後 

記

四

教

区　
　
耕
龍
寺　
徒
弟　
清
　
水
　
玄
　
道

四

教

区　
　
慶
蔵
院　
徒
弟　
佐
　
藤
　
泰
　
秀

十
六
教
区　
　
満
福
寺　
副
住　
菊
　
地
　
志
　
門

一

教

区　
　
瀧
澤
寺　
住
職　
庄
　
司
　
行
　
正

一

教

区　
　
金
剛
寺　
住
職　
根
　
本
　
秀
　
逸

一

教

区　
　
保
壽
寺　
住
職　
伊
　
藤
　
孝
　
裕

四

教

区　
　
秀
麓
齋　
住
職　
長
　
澤
　
信
　
慈

四

教

区　
　
慶
雲
院　
住
職　
清
　
水
　
大
　
伸

四

教

区　
　
法
雲
寺　
住
職　
井
　
上
　
寛
　
尚

五

教

区　
　
常
光
寺　
住
職　
髙
　
橋
　
大
　
輔

五

教

区　
　
龍
島
院　
住
職　
丹
　
羽
　
貴
　
道

九

教

区　
　
富
光
寺　
住
職　
木
　
村
　
道
　
隆

九

教

区　
　
廣
禅
寺　
住
職　
内
　
藤
　
栄
　
松

九

教

区　
　
慈
眼
寺　
住
職　
梅
　
澤
　
信
　
隆

九

教

区　
　
雲
正
寺　
住
職　
藤
　
元
　
英
　
隆

九

教

区　
　
法
圓
寺　
住
職　
高
　
橋
　
宣
　
秀

十
二
教
区　
　
洞
泉
院　
従
弟　
鈴
　
木
　
広
　
賢

十
三
教
区　
　
洞
源
院　
副
住　
小
野
﨑
　
大
　
通

十
四
教
区　
　
海
蔵
寺　
副
住　
鈴
　
木
　
信
　
亮

十
四
教
区　
　
長
源
寺　
住
職　
村
　
田
　
真
　
隆

二
十
教
区　
　
龍
興
院　
住
職　
鈴
　
木
　
晶
　
洋

二
十
一
教
区　
　
興
禅
院　
副
住　
千
　
田
　
道
　
順

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

卒
業
会
員

卒
業
会
員

宮曹青インスタ
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の様子

　
去
る
令
和
六
年
四
月
十
七
日
（
水
）
午
後
三
時
半
よ
り
、
仙
台

中
央
斎
場
清
月
記
に
於
い
て
「
令
和
六
年
度
定
例
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
定
足
数
が
確
認
さ
れ
、
計
百
十
八
名

（
正
会
員
五
十
九
名
参
加
（
リ
モ
ー
ト
含
む
）
、
委
任
状
五
十
九

通
）
に
よ
り
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
第
二
十
一
教
区　

満
興
寺　

時
泰
広
師
が
選
出
さ

れ
、
議
長
進
行
の
も
と
次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
て
承

認
を
頂
き
ま
し
た
。

①
令
和
五
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告

②
令
和
五
年
度
復
興
支
援
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告

③
令
和
五
年
度
各
委
員
会
活
動
・
宮
曹
青
事
業
報
告

④
令
和
五
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

⑤
令
和
六
年
度
各
委
員
会
活
動
予
定
・
宮
曹
青
事
業
計
画
（
案
）

⑥
令
和
六
年
度
予
算
（
案
）

⑦
そ
の
他

　
渡
邊
副
会
長
の
閉
会
宣
言
を
以
っ
て
本
年
度
の
定
例
総
会
が
無

事
終
了
致
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

令
和
六
年
度
定
例
総
会
報
告

令
和
六
年
度
定
例
総
会
報
告

た
。
会
長
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
こ
の
時
を
懸
命
に
行
じ
な
が
ら
残

り
の
任
期
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長　
佐
藤
邦
彦
）

今
後
の
予
定

＊
第
二
十
八
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
　
◎
日
時
：
令
和
六
年
九
月
六
日
（
金
）
午
後
一
時
よ
り
販
売

　
　
◎
場
所
：
遠
田
郡
美
里
町
北
浦
下
新
田
九
七
―
一

　
　
　
　
　
　
美
里
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
本
年
も
皆
様
の
ご
参
加
と
物
品
提
供
、
並
び
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

無聖　89号〈12〉


